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はじめに
　過去数回の カンファレンスにおいて、情

報リテラシー教育の実践について報告してきた。
その内容は、まず、大学教育の目的である思考が
できるようになることを、 の画面上だけでで
きるようにすること、ついで、インターネットを
通してコミュニケーションを行なって、様々な情
報を受け取り発信できるようにすること、最後に、
集めたデータを用いて分析し、自分が納得でき、
他人を説得する資料を作成できるようにすること
であった。
　情報リテラシー教育は、その内容が学生全員
を対象とするものであるが、もともとは、大学の
情報教育が目指したものではない。しかも、近年
においては、学科の専門教育において、各分野の
ソフトウェアというものでの教育がなされるよう
になってきている。プログラミング教育を含めた
この三つの教育の関連をどのように理解するべき
なのであろうか。
　まず、 においては、著者が実践しているリテ
ラシー教育を終えた学生が次に学ぶようにしてい
るカリキュラムを、その教育的狙いと教育内容、教
育の情報システム環境について述べる。カリキュ
ラムとして準備しているのは、 プログラミング
の入門と、システムプログラミングおよびハッキ
ングプログラミングである。ついで、 において
は、先述した三つの情報教育の関連を、大学にお
ける情報教育の変遷をたどることによって歴史的
に解明する。そして，最後の で考察した結果を
結論として述べる。

情報教育実践

　コンピュータの存在が前提の授業は、情報シ
ステム環境の整備が重要である。授業の目的と狙
いがいくら崇高であったとしても、情報システム
環境がそれに適合していなければ、決して現実の
授業の場においてそれらが実現することはない。

プログラミング入門
　 言語プログラミングの入門教育は、今やす
べてのコンピュータ利用技術の基本であると言っ
て過言ではない。単にプログラミングができるよ
うにすることだけではなくて、社会のインフラか
ら高度の利用分野までで使われているコンピュー
タというものを理解出来るようにすることは、大
学で学ぶ学生にとって必要不可欠である。しかし、
現実は、普及している大学までの情報リテラシー
教育や学科の専門教育だけで、学生も社会も後に
述べるように安心し切っているように見える。そ
の結果、大学でプログラミングを学ぶ学生が激減
している。
　筆者が行っている教育では、記憶領域を利用

し言語の命令体系を用いて、人がコンピュータで
実現したいことを、プログラミングという形で実
現できるようにすることであると教えている。最
も単純なディスプレイ画面にメッセージ表示する
ことからはじめて、ポインタを用いる複雑な処理
までを、順に独自に作成した例題を示しその解説
を行なう形で授業を進めている。焦点を当てて取
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り上げるテーマは、演算子と文、関数という命令
体系に属する事項と、記憶領域に取ることのでき
るデータの型と配列および構造体、それらのポイ
ンタに関する事項である。そして、ファイルに対
する入出力を取り上げている。
　授業の情報システム環境は、 環境を

上で実現しようとする プロジェ
クトの成果をダウンロードしたもので構成してい
る。この環境は、最近はやりの 環境ではな
いが、ソースプログラムのプリプロセッサ処理と
コンパイラの文法チェックの働き、そしてリンカ
によるライブラリ処理という順に行われる基本が
はっきりとわかるものである。したがって、極め
て教育的なものであると考えている。なお、ソー
スプログラムは に添付されているメモ
帳を用いて作成している。

システムプログラミング
　入門コースを終えた学生に次のステップとし
て、システムプログラミングのコースを準備して
ある。いわば、プログラミングの中級編である。
プログラマーとして稼ぐことができるようになる
ためには必須の内容である。この授業をとって卒
業していった学生たちには極めて好評である。
　取り上げている内容は、かなり多岐にわたる
ものである。記憶領域の静的と動的利用から始め
て、パイプとリダイレクションを含むファイル入
出力、 と さらに による
ネットワークサーバ・クライアント型プログラミ
ング、シグナルハンドラを用いるプロセスの割り
込み処理、 スレッドを用いる並列処理、複
数のプロセスの間でデータを共有するプロセス間
通信などである。
　以上のような内容の授業で必要な情報システ
ム環境は、インターネットに接続される何らかの
完全な があれば十分である。そこで、自作
の 上に のディストリビューションの一
つである をインストールしたもの
を用意した。毎年の 月時点での最新バージョン
をインストールすることにしている。

ハッキング
　ハッキングとは、コンピュータのルートユー

ザでないユーザが、コンピュータの操作だけによっ
てルートユーザになる技術である。その際に、コ
ンピュータのハードウェアとソフトウェアについ
ての知識を駆使する必要があることは言うまでも
ない。ルートユーザは、そのコンピュータのあら
ゆる設定と運用を制御できるのであるから、不正
にルートユーザになることは犯罪である。しかし、
教育の場で取り上げることは、不正を明らかにし
たり、不正な行為を防ぐことができるようにする
ために必須である。とくに、経営経済学を学ぶ学
生が、ハッキングについて知っておくことは、今
や社会的に重要である。
　ハッキングをするには、まずルートユーザと

してシェルを起動するためのシェルコードが必要
になる。このシェルコードを開発する考え方は、
ほかのハッキング技術がどんどん変化して行って
いるのに対して、かなり固定していて昔からほと
んど同じである。ハッキングの次の問題は、この
シェルコードを記憶領域のどこに埋め込み、それ
をどのように起動するかである。その最も代表的
な手法が、スタック上のバッファオーバフローで
ある。このほかにも、他の記憶領域のセグメント
を利用するものやフォーマット文字列を利用する
ものなどいくつもの手法が考案され開発されてい
る。そして、犯罪行為である現実の攻撃を行なう
ためには、ネットワークに関する特殊な知識や暗
号に関する知識を必要とする。以上の事項を取り
上げて解説するとともに、 上で学生に課題とし
て最後に述べた現実の攻撃を除いてやらせている。
　この授業を実施する上で最大の問題は、授業

を受ける学生の情報環境の確保である。大学のリ
テラシー教育で使っている の入ってい
る では不可能である。マルチユーザの同時利
用が可能な何らかの 環境を必要とする。と
ころが、この条件を満たす環境でも、例えば、
で述べた をインストールした環境で
は、ハッキングはにわかには出来るものではない。
セキュリティ対策がかなりの程度なされてしまっ
ているからである。そこで、ある程度古い 上
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でしかハッキングの課題が出来ないことになる。
しかし、古い のソフトウェアはネットワーク
上とか で入手できるとしても、新しい装置
に対応するドライバが古い にあるはずがない
ので、それを正常にインストールして使うことの
できる を新たに手に入れることができない。
したがって、古い に古い をインストール
したものをだましだまし使い続けるしかないこと
になる。

大学の情報教育

プログラミング教育
　大学でのコンピュータの導入は、国産のコン
ピュータの開発および発売と相俟って、 年代
の研究用の大型計算機センターの設置から始まっ
た。大型計算機センターは、旧帝大に主として設
置され、他の大学からの利用は、プログラムがパ
ンチされたカードをセンターに持参するか、
端末を設置し利用する形態であった。 はオン
ラインでの利用とはいえ、非常に通信速度の遅い
ものであった。
　大型計算機センターでは、利用講習会がかな
り頻繁に開催され、主として の言語教育
と利用方法の教育が、研究者 大学院学生を含む
向けになされた。 年代に入ると、研究上の利
用がかなり普及し、授業のカリキュラムでも、主
として理系の学部において数値計算関連の授業が
出現した。
　初期の学部の授業は、コンピュータ利用を直
接に前提とするものではなく、例えば、連立一次
方程式の解法のような内容のものであった。学部
学生は、研究用大型計算機センターの利用が認め
られないためであった。その後、情報処理教育セ
ンターが設立され、学部学生に対してもプログラ
ミング教育がおこなわれるようになった。
　この段階では、プログラミングはもっぱら研
究のためということであったといってよい。

リテラシー教育の開始
　学部学生に対する教育を始めるにあたって、

いきなりプログラミング教育は当時において出来
ないわけではなかった。教える教員は、それまで
の研究で培った蓄積があった。また、学生の当時
の学力によっても、未経験のプログラミング教育
の対応能力はあったと思われる。しかし、現実は、
導入教育が必要と考えられて、いわゆる情報リテ
ラシー教育が開始された。
　大学組織としては、 年代の前半に情報処

理教育センターが、全国の国立大学に集中的に設
置されて行った。設置当初は、大学教員側では、要
求される教えることが、いままでの研究の蓄積で
はなくて情報リテラシーというものであり、教員
間で認識の相違があって教育内容に混乱があった。
　その後、大学の情報教育は、全学生を対象と

する情報リテラシー教育ということになっていっ
た。しかも、小中高という大学に入学する学生が
通ってきた学校でも、 を使う教育が進展した
こともあって、プログラミング教育の導入教育と
いうことの当初の性格が、後に述べる理由もあっ
て、急速に忘れられていった。

専門ソフトウェアでの教育
　情報リテラシー教育が大学において定着した

のちの専門教育における情報教育は、当初の目論
見と異なる思わぬ展開となった。プログラミング
とアルゴリズムの教育が、リテラシー教育が定着
した後には重要な課題となると想定されていた。
それに学生の関心を向けるための導入が情報リテ
ラシー教育のはずであった。このことは、文系理
系の学問分野の違いにかかわらず考えられていた。
　 が登場する以前から、メインフレーム上
で動作する市販のアプリケーションソフトが存在
した。例えば、数式処理を主とする
とか、統計処理の とか などを挙げる
ことができる。 が出現した後でも、 の能力
不足のために、これらのソフトは 上では動か
せなかった。ところが、ちょうど大学で情報リテ
ラシー教育導入が一段落したとほぼ同時に、
の能力が向上し 用の製品が売られ始めた。こ
れらのソフトウェアは、プログラミングとかアル
ゴリズムとかを勉強しないでも、データから処理
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結果が簡易に得られるという触れ込みで販売され
た。そして、これらの製品の販売がある程度の成
果を上げた。
　経済学分野でも、上記のソフトウェアが研究
教育に利用されていないわけではないが、経済学
に特化したソフトウェアが続々と開発され発売さ
れた。例えば、 や 、 、 な
どを挙げることができる。そして、これらのソフ
トウェアは、実際の授業で用いられている。プロ
グラミングとアルゴリズムの教育どころか、下手
をすると、経済学の専門教育さえ不要と考えられ
兼ねない使い方がなされている。それを担当する
教員は，そのようなソフトウェアでの研究教育に
問題があるとは全く考えていないように見える。
しかも，それらの処理結果がソフトウェアごとに
異なることが、様々な理由でしばしば起きる。こ
のことが教育的でないことは論を待たないが，研
究ではもっと致命的である。他の学問分野でも、
経済学分野と同様の分野専用ソフトウェアに依存
する事態が進行している。

結論
　リテラシー教育は、大学の情報教育の導入と
して当初に考えられた通りに位置付けるべきで
ある。
　専門ソフトウェアの教育は、本来の専門教育
ではなく、専門教育の単なる補助でしかない。専
門分野の学問の内容は，コンピュータの進歩によっ
て進歩・深化していることは事実であろうが，そ
れの教育が専門ソフトウェアでの教育に置き換わ
ることは決してないであろう。
　大学の情報教育は、プログラミングとアルゴ
リズムの教育であるべきである。この教育が学生
の就職活動にとってだけ必要なのではなく，学問
の進歩に大きい責任のある大学として、決して欠
かすことが出来ないという位置づけがなされるべ
きである。むしろ、大学だけが，社会の中でこの
教育が可能であることを忘れてはならない。
　しかし、大学におけるプログラミング教育の
需要が、大学においても社会的にも、この間に急
速に失われてしまった。次世代の社会において、

コンピュータ利用の新しい構想を創造することが、
国内ではほぼ絶望となってしまった。なぜならば、
情報技術の基礎であるプログラミングとアルゴリ
ズムの教育が、大学において消え去ろうとして
いる。
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